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荒廃林地 の 回復 と ア グ ロ フ ォ レ ス ト リ ー

一林内光環境 の解析一

森林総合研究所森林環境部群落生態研究室長 斉 藤 昌 宏

現在， 熱帯林の消失が問題 に なって いますが， これ

は地球規模の問題として二酸化炭素の増大， すなわ

ち ， ①地球規模の気候変動， ②遺伝資源および種多様

性の保全に関係する問題であ り ， 必ず， 熱帯地域の荒

廃地の増大， 土壌劣化， 侵食， 水資源の破壊を伴うこ

と によ り ， それらの地域の生活環境の破壊 につながっ

て行きます。

これらの問題 に対し， Ag ro- fo restry がどこまで有

効か？ の議論はさておき， 荒廃地の増大 に 対する歯止

めとして， さらに荒廃地の回復を行う に有効な手段

（方策 政策） の一つとして Ag ro- fo restry が位置づ

けられて います。

Ag ro-fo restry に様々な方式 あるいは各種の作物

と樹木の組合せがあることは ご存 じ の通 り です。 これ

は実施する地域の置かれて い る立地条件（自然 的 に

も， 社会的 にも） が多様であるため， 当 然と言えば当

然のことですが， 問題は樹木と作物という 2つの相反

する， 毛色の違う， よ り 具体的 に言えば， 大きさと成

長期間の異なる植物を同一の場所 に生育させなければ

ならな いことが技術的 に 問題となるわ けです。
一方， 樹木でも作物でも植物である以上， 成長する

ため には光と水と養分が必要です。 このう ち ， 水と養

分はそれぞれ灌漑あるいは施肥 によって補って やるこ

とはできます。 また， この辺は林業関係の研究者よ り

農業関係の研究者の方が当然詳し い わ けです。 光につ

い ては少し事情が異な り ます。 農業でも林業でも， 基

本的 には太陽の光以上のものを追加することはコスト

パ フ ォ ー マンスとして引き合わな い わ けです。

それ ゆ え， 林地での光のコントロー ルとしては， 植

栽密度と枝打 ち ， 間伐が必要 に な り ， 例 えば智頭林業

で行って いるよう に， 林内でのオ ウ レン栽培などでこ

れらの技術を用いた林内光条件のコントロー ルを昔か

らやって いました。 近年では， 複層林などの施業にお

い てもこれらの技術が重要視されて います。 林業研究

者からみた場合， Ag ro- fo restry に 対する技術的な問

題もほぼ同様で， 基本的 に灌漑や施肥の考え方が有 り

ま せ んから， 上にある樹木と下 に生育させる作物との

間で太陽光を如何 に 配分するかという技術的な問題に

帰着します。 言い換えれば， 手間 · 暇 ・ 金のかかる灌

漑や施肥はなるべ く 控え て， 無料の太陽光を最大限利

用して， 一つの土地 に適当な密度で樹木を生育させな

がら， しかも， 間作する作物で飯を食うだけの収入を

上げることが求められるわ けです。

Ag ro- fo restry に 対して， 少し厳しす ぎる見方かも

しれませ んが， 歴代の森林総合研究所から出た担当 者

（佐藤 金沢， 田中） も林内の光環境を いろいろな角度

から研究してきて います。 これらの人々の報告および

論文のすべてがそうではあ り ませ んが， 林内の光に関

するものの割合が多いのも事実です。 林内における光

条 件 の 研 究 は， 門 司ー佐 伯 の 研究 に 始ま り ， M C. 

A nd erso n, H utc hso n & Vo id など， 195 0年代から

様々な研究者が手掛けてお り ， 今でも未解決の問題が

多々有 り ます。 中でも林内における光の質（言い換え

れば， 波長の組成） につい ては特に 研究が遅れていま

した。 一つは総量が把握されて いないのにそこまで踏

み込めるかという研究上の問題と， もう一つはスペク

ト ル ア ナ ラ イ ザ ー が非常 に高価であるということも確

かなわ けです。

長 く な り ましたが， 以上述べたことは， 今回中島さ

んがタイ で行われた研究に 対する， 私な り の位置づけ

ということにな り ます。

次 に 研究の内容につい てのコ メ ントをさせて頂きま

す。 林内の光を波長別 に測るとしたならば， 私が必要

だと思う測定項目はす べ て 網羅し て 研究され て い ま

す。 研究計画がかな り き ち んと行われたものと思 いま

す。 ただ， この研究で得られた知見が， 温帯林で断片

的 に 得られて いた林内の波長組成の研究結果から予想

されることとそれほど違って いない， また， 最終的な

Ag ro- fo restry に 対する技術的な提言も， これまで光

を量として 研究してきた研究者 （例 えば， 佐藤 金沢）

の結論とほぼ同 じ であることはや や 寂し い ような，

ほっとするような印象を持 ち ます。 じ つは， これまで

の Ag ro- fo restry の研究でこれ以上進まな い 共通し

た問題があ り ます。 結局 林業研究者が Ag ro- fo re­

stry を扱う場合， どうしても上 にある樹木を中心 に 研

究を行 いますから， これが限 界 に なってしまいます。
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Agro-forestryの 研 究を行う以 上， 間作する作物の 挙

動を 研 究する ことが必要である ことは， 頭の 中では 理

解 しているのですが， 具体的に 何を 用い て， ど ん な 項

目を 測 定するか， それをどう 樹木の 配置と 結び付ける

かとい う ことになると 技 術， 経 験， 思考法があり ま せ

んか ら， 後 込み せ ざるを 得な い。 あるいは， 勇敢に

チ ャ レンジしても農業 分野の 研 究 者か ら みる と 疎漏な

結果しか 出 せない こ とにな って し まい ます。

林業 研 究 者か らの アプロ ー チで当 面できる ことはほ

と んどや っ てし ま った。 というのが， 中 島さ んの今 回

の 報告を 聞いての 感想です。 た だ， Agro-forestryの

研 究は 全て 終 ったという わけではあり ま せ ん。 現状は

農業 研究者か らの アプロ ー チを 待 っている 段階だと 思

い ます。 両者 をつきあ わ せることで 更に 研 究が発 展す

る 余地は ま だ ま だあります。 た と えば， 樹木が配 置さ

れた 状態で少ない光であ っ ても， 十分に 生育する作物

はないか， 今 回の 中 島さ んの 研 究では っ きりしたよ う

に 樹種によ って林 冠で 反射吸収される 波長が 異なるの

であれば， E. camaldulensisの 下に 栽培するにはど ん

な作物が 有利であるのか， 林内の光の 量・質に 季節変

化があるのであれば， 作物 育成期間をどう 季節 的に配

分するのかなど， 樹木と作物の 組合 せ， 季節配 分， あ

るいは 樹木帯と作物などの 位置および面 積配 分とい っ

たいろいろな 課題が 出てき ます。

Agro-forestryの 課題は今 年で終了と言う ことです

が， 熱 帯農業 研 究 セ ンタ ーも国 際 農林水産業開発 研 究

セ ンタ ーと して拡 充される こと です し， 農と 林の 横断

的な 研 究として Agro-forestryに関する 研 究を今後

も進 め て頂きたいと 希望 します。




